
平

３

す
。

●
観
光
振
興
は
、「
ゆ
っ
た
り
か
ん
及
び
番

屋
周
辺
」
の
環
境
整
備
事
業
が
全
て
完
了
し
、

一
昨
年
運
営
を
開
始
し
た
「
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
」
を
核
と
し
た
「
道
の
駅
・
お
び
ら
鰊

番
屋
」
エ
リ
ア
は
「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出
が

図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
「
町
の

食
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
工
夫
が
助
長
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
平
成
　
年
度
も
７
月

２９

末
に
企
画
し
て
お
り
ま
す
「
第
２
回
　
道
の

駅
ま
つ
り
」
な
ど
を
通
じ
、
一
層
町
の
魅
力

を
町
内
外
に
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
各
種
戦

略
を
実
施
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
今
春
か
ら
供
用
開
始
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
「
お
び
ま
る
広
場
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
」

と
な
る
よ
う
、
町
民
を
は
じ
め
町
内
関
係
機

関
と
の
連
携
協
力
や
提
案
を
十
分
に
反
映
し
、

地
域
振
興
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
施
設
の

有
効
な
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
町
が
出
資
し

２９

た
新
た
な
会
社
が
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、「
町
民
憩
い
の
場
・
観
光
客
の
受
入

施
設
」
と
し
て
、
ご
利
用
者
の
皆
様
方
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
近
年
全
道
的
に
増
加
傾
向
に

あ
る
、
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
策
と
し
て
、「
高
規
格
幹
線
道
路
深
川
・

留
萌
自
動
車
道
」
が
平
成
　
年
度
に
全
線
開

３１

通
と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

施
設
を
核
と
し
て
、
小
平
町
ら
し
い
「
地
域

を
揚
げ
て
、
お
迎
え
す
る
心
」
を
醸
成
す
る

た
め
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
と
の
連
携
は
、
法
改
正
に
よ

り
、
平
成
　
年
７
月
の
改
選
期
か
ら
市
町
村

２９

長
の
任
命
制
と
な
り
ま
す
が
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
地
を
的
確
に
保
全
す
る
た
め
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
農
地
流
動
化
対
策

な
ど
情
報
共
有
と
連
携
を
密
に
し
、
農
用
地

の
荒
廃
を
防
止
し
、
将
来
を
見
据
え
た
農
地

の
集
積
化
を
図
り
ま
す
。

●
新
た
な
ゴ
ミ
処
理
が
開
始
さ
れ
、
４
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
分
別
に
つ
き
ま

し
て
は
殆
ん
ど
適
正
な
分
別
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、「
プ
ラ
製
容
器
、
紙
製
容
器
の
資

源
ゴ
ミ
」
の
分
別
調
査
に
お
い
て
、
不
適
物

の
混
入
が
合
わ
せ
て
多
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
町
民
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯

で
ゴ
ミ
分
別
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
の
分

別
処
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
２９

度
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
町
に
お
い
て

分
別
処
理
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
下
水
道
区
域
外
の
地
域
に
お
け

る
合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
補
助
を
継
続

し
ま
す
。

●
橋
梁
の
整
備
は
、「
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
」
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事
と
し
て
、

「
望
洋
橋
」、「
大
椴
橋
」
の
工
事
を
予
定
し

て
お
り
、
計
画
に
沿
っ
て
順
次
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

●
河
川
・
道
路
の
整
備
と
し
て
、
法
面
の
決

壊
に
よ
る
護
岸
工
事
や
路
面
損
傷
の
激
し
い

町
道
な
ど
の
舗
装
補
修
工
事
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
・
橋
梁
・
河
川
な
ど
の
維
持

管
理
は
、
主
要
幹
線
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検

を
踏
ま
え
、
道
路
法
面
や
付
属
物
の
修
繕
や

補
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
や
各
町
内
会
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い

た
現
地
調
査
を
行
い
、
町
民
皆
様
の
安
全
・

安
心
な
住
民
生
活
や
交
通
環
境
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　
冬
期
間
の
町
道
除
排
雪
事
業
は
、
降
雪
や

積
雪
な
ど
道
路
状
況
に
合
わ
せ
、
交
通
と
快

適
な
住
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
効
率
的

な
除
排
雪
を
行
い
ま
す
。

●
住
環
境
の
整
備
は
、「
小
平
町
公
営
住
宅

長
寿
命
化
事
業
」
の
計
画
に
、
未
整
備
な
町

営
住
宅
に
給
湯
器
や
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
整
備

す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
取
り
入
れ
、
新

町
団
地
な
ど
４
団
地
の
改
修
工
事
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
小
平
町
住
環
境
整
備
費
助
成
金

制
度
」
さ
ら
に
は
、
住
宅
の
新
築
又
は
増
改

築
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
小
平
町
住

宅
新
築
等
助
成
金
制
度
」
を
継
続
し
ま
す
。

●
下
水
道
の
施
設
整
備
計
画
区
域
内
に
お
け

る
水
洗
化
の
普
及
率
は
、　

坩
１
％
で
増
加

７９

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
加
入
の
普

及
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
供
用
開
始
し
た

１２

小
平
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
機
械
や
設
備

の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
、
管
渠
を
含
め
施
設

全
体
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策

定
し
、
適
正
な
事
業
管
理
と
施
設
維
持
管
理

の
も
と
地
域
住
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う

適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
で
は
、「
水
道
施
設
更
新
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
浄
水
場
の
整
備
や
統
合

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
送
水
管
に
係

る
水
管
橋
な
ど
の
老
朽
管
を
改
修
し
、
住
民

生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
正
な
維

持
管
理
を
行
い
安
全
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

平成２９年度
町政執行方針

予 算 額主な施策内容

58，570千円中山間地域等直接支払交付金
23，925千円産地パワーアップ事業補助金
10，000千円農業用ビニールハウス資材購入費補助金
2，700千円畜産振興補助金
5，732千円経営体育成基盤整備事業
8，434千円水利施設整備事業
54，036千円多面的機能支払交付金事業
27，798千円町有林整備事業
5，928千円漁業近代化資金利子補給事業
13，011千円小平町商工業振興事業補助金
3，000千円中小企業振興資金利子補給事業
35，000千円ゆったりかん運営委託料
5，500千円小平町観光交流センター運営委託料
3，000千円観光活性化交流ツアー委託事業

生
活
環
境
施
策


